
市
長
／
離
党
は
し
な
い

渡
辺
議
員　

無
所
属
で
立

候
補
し
た
が
実
際
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
。

五
位
塚
市
長　

共
産
党
を

離
党
し
た
こ
と
は
な
く
、
今

で
も
共
産
党
員
で
あ
る
。

問　

国
歌
、
国
旗
、
自
衛

隊
に
関
す
る
考
え
は
。

市
長　

法
律
の
と
お
り
全

て
尊
重
す
る
。

問　

13
億
円
の
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
建
設
に
反
対
と

あ
っ
た
が
間
違
い
で
は
な

い
か
。

市
長　

所
信
表
明
で
、パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
等
の
文
言
を
追

加
し
て
全
体
を
13
億
円
と

し
た
。

問　

跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
提
案
が
自
治
法
に
反

し
て
い
る
が
、
ど
う
か
。

市
長　

市
の
広
報
に
出
し

て
い
る
が
執
行
し
て
い
な

い
。
検
討
委
員
会
を
日
当

３
０
０
０
円
で
公
募
し
て

い
る
。

問　

長
寿
祝
金
給
付
の
議

会
議
決
事
項
に
つ
い
て
の

考
え
は
ど
う
か
。

市
長　

議
会
と
の
関
係
に

お
い
て
は
本
来
の
執
行
方

法
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
。

問　

職
員
の
長
寿
祝
金

配
布
負
担
に
対
す
る
考
え

は
。

市
長　

75
歳
以
上
84
歳
ま

で
の
５
９
２
９
人
を
職
員

で
配
布
し
、
２
９
８
９
人

を
民
生
委
員
で
配
布
す
る
。

職
員
は
命
令
で
職
務
の
一
環

と
し
て
さ
せ
た
。

問　

祝
金
給
付
対
象
は
増

え
る
が
今
後
の
予
算
は
。

市
長　

全
員
支
給
維
持
で
、

財
政
状
況
を
み
て
検
討
す

る
。

問　

公
約
で
退
職
金
は
い

ら
な
い
と
断
言
し
て
い
る

が
ど
う
か
。

市
長　

今
後
、
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
と
協
議
し

な
が
ら
方
法
を
決
め
る
。

問　

子
育
て
事
業
の
財
政

裏
付
け
は
ど
う
な
る
か
。

市
長　

一
般
財
源
を
新
た

に
９
５
０
０
万
円
必
要
と

す
る
た
め
、
財
政
状
況
を

み
な
が
ら
検
討
す
る
。

問　

高
校
卒
業
生
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
は
、
差
別

に
な
ら
な
い
か
。

　

ま
た
、
予
算
は
い
く
ら

か
。

市
長　

18
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

と
訂
正
し
、
一
般
財
源
か

ら
１
億
３
２
０
万
円
充
て

る
。

問　

年
金
で
入
所
で
き

る
老
人
ホ
ー
ム
建
設
は
公

約
ど
お
り
実
行
で
き
る
の

か
。

市
長　

法
的
な
制
約
、
補

助
金
等
の
財
源
確
保
の
た

め
に
国
・
県
に
照
会
し
な

が
ら
検
討
す
る
。

問　

農
業
に
対
す
る
所
信

表
明
が
期
待
で
き
な
い
。

ま
た
、
畑
か
ん
は
ず
っ
と

反
対
で
あ
っ
た
が
ど
う

か
。

市
長　

農
業
委
員
を
続
投

し
農
家
の
声
を
聞
き
畑
か

ん
も
利
用
し
、
市
単
独
事

業
や
国
・
県
の
事
業
で
農

家
負
担
軽
減
を
図
り
所
得

向
上
に
努
め
る
。

一般質問
12議員登壇 市政を問う

共
産
党
籍
及
び
所
信
表
明

に
つ
い
て

渡辺　利治議員

市政を問う

長
寿
祝
金
に
つ
い
て

そ
の
他

キャベツ畑の散水（南之郷地区）



市
長
／
３
事
業
と
も
中
止
し
た
い

徳
峰
議
員　
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
（
花
公
園
）、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

事
業
中
止
の
た
め
の
、
今

後
の
対
応
を
聞
き
た
い
。

五
位
塚
市
長　

胡
摩
地
区

に
は
、
３
事
業
と
も
白
紙

と
考
え
、
今
後
そ
の
立
場

で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　

議
会
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
協
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
陳
情
書
を
全
会
一

致
で
採
択
し
た
経
過
が
あ

る
。

　

こ
の
陳
情
書
を
ど
の
よ

う
に
尊
重
さ
れ
る
か
。

市
長　

私
も
必
要
性
は
感

じ
て
い
る
。
今
後
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
皆
様
、

愛
好
者
の
皆
様
な
ど
と
の

協
議
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
前
向
き
に
検
討

し
た
い
。

問　

廃
止
の
た
め
に
は
、

市
長
の
強
い
決
意
と
今
後

の
対
応
が
大
事
で
は
な
い

か
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

聞
き
た
い
。

市
長　

廃
止
に
向
け
て
、

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

と
事
務
レ
ベ
ル
で
の
協
議

を
す
る
よ
う
指
示
し
て
あ

る
。

　

今
後
は
、
受
給
し
な
い

た
め
の
条
例
改
正
と
か
、

何
ら
か
の
方
法
を
提
示
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　

平
成
26
年
度
か
ら
実

施
し
た
い
と
い
っ
た
点
に
つ

い
て
、
そ
の
た
め
の
財
源
措

置
を
含
め
聞
き
た
い
。

市
長　

完
全
実
施
の
た
め

に
は
、
大
き
な
財
源
を
必

要
と
し
て
い
る
。
26
年
度

か
ら
の
段
階
的
実
施
を
含

め
、
積
極
的
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問　

完
全
実
施
の
た
め
の

計
画
は
も
つ
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長　

指
摘
さ
れ
た
点
を

含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

26
年
度
か
ら
実
施
で

き
な
い
か
。

　

ま
た
、
そ
の
為
に
は
財

源
は
い
く
ら
必
要
か
。

市
長　

新
た
な
財
源
は
２

５
０
０
万
円
必
要
と
な
る
。

　

26
年
度
か
ら
実
施
の
方

向
で
検
討
し
た
い
。

問　

市
民
は
、
市
民
に
門

戸
が
開
か
れ
た
試
験
制
度

や
、
不
合
格
者
に
納
得
い

く
試
験
制
度
の
改
革
を
新

市
長
に
期
待
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

　

所
見
を
聞
き
た
い
。

市
長　

私
も
同
じ
考
え
で

あ
り
、
今
後
も
そ
の
立
場

で
努
力
し
て
い
き
た
い
。

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
関
連
事
業

の
中
止
に
つ
い
て

徳峰　一成議員

どうなる？計画地

のびのび育て輪光っ子

高
校
３
年
相
当
時
ま
で

の
医
療
費
を
無
料
と
す

る
公
約
実
行
は

市
職
員
、
す
べ
て
の
外

郭
団
体
等
の
採
用
試
験

は
公
平
、
民
主
、
情
報

公
開
を
原
則
に

保
育
料
は
一
万
円
以
内

と
す
る
公
約
実
行
に
つ

い
て

市
長
の
退
職
金
廃
止
に

つ
い
て



市
長
／
公
約
ど
お
り
進
め
て
い
く

大
津
議
員　

市
長
選
の
総

括
を
述
べ
ら
れ
た
い
。

五
位
塚
市
長　

フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
事
業
が
大
き
な
争

点
で
市
民
の
評
価
・
支
持

を
受
け
た
と
思
う
。

問　

共
産
党
か
ら
推
薦
を

受
け
た
こ
と
を
公
に
し
な

か
っ
た
の
は
市
民
に
事
実
を

伝
え
る
責
任
に
欠
け
、
道

義
的
責
任
を
感
じ
な
い
か
。

市
長　

共
産
党
の
中
央
委

員
会
、
県
委
員
会
に
推
薦

状
の
依
頼
も
し
て
い
な
い
し
、

推
薦
状
も
届
い
て
い
な
い
。

　

責
任
は
感
じ
て
い
な
い
。

問　

観
光
・
健
康
・
産
業

振
興
の
起
爆
剤
と
な
る
と

考
え
る
が
中
止
の
理
由
は
。

市
長　

市
民
の
声
を
聞
い

て
中
止
と
し
た
。

問　

跡
地
活
用
は
検
討
委

員
会
で
議
論
を
し
て
も
ら

う
と
し
て
い
る
が
、
市
長
と

し
て
何
ら
か
の
方
向
性
は

示
す
の
か
。
ま
た
こ
の
予
算

は
可
決
さ
れ
て
お
ら
ず
議

会
軽
視
で
は
な
い
か
。

市
長　

活
用
に
関
す
る
方

向
性
を
示
す
考
え
は
な
い
。

議
会
に
は
理
解
頂
き
た
い
。

問　

土
地
は
中
止
の
場
合

契
約
違
反
に
な
ら
な
い
か
。

市
長　

地
権
者
の
理
解
は

頂
け
る
と
思
う
。

問　

中
止
だ
と
土
地
取
得

は
起
債
の
対
象
と
な
る
か
。

市
長　

対
象
と
な
ら
な
い
。

問　

当
初
予
算
で
節
目
支

給
が
議
決
さ
れ
て
お
り
、

議
会
軽
視
で
は
な
い
か
。

市
長　

議
会
の
全
員
協
議

会
で
説
明
し
て
お
り
理
解

を
お
願
い
し
た
い
。

問　

全
員
支
給
と
す
る
に

あ
た
り
、
検
討
・
議
論
研

究
を
さ
れ
て
き
た
か
。

市
長　

私
自
身
で
考
え
、

配
布
方
法
に
つ
い
て
協
議

を
重
ね
て
き
た
。

問　

こ
れ
ま
で
の
制
度
の

対
象
者
数
と
今
回
の
対
象

者
数
を
報
告
さ
れ
た
い
。

市
長　

節
目
支
給
で
は

４
１
６
７
人
で
、
今
回
の

制
度
で
は
８
９
１
８
人
と

な
る
。

問　

近
隣
市
の
状
況
を
見

て
、
75
歳
以
上
の
全
員
支

給
で
よ
い
と
考
え
る
か
。

市
長　

志
布
志
市
は
77
歳

と
80
歳
に
３
千
円
、
85
歳

５
千
円
、
88
歳
と
90
歳
に

１
万
円
、
95
歳
２
万
円
、

99
歳
３
万
円
、
１
０
０
歳

以
上
５
万
円
で
予
算
額
１

２
９
７
万
円
。

　

鹿
屋
市
は
80
歳
１
万

円
、
88
歳
２
万
円
、
99
歳

３
万
円
、
１
０
１
歳
以
上

５
万
円
、
１
０
０
歳
到
達

時
10
万
円
で
予
算
額
２
７

５
６
万
円
。

　

霧
島
市
は
88
歳
１
万

円
、
90
歳
２
万
円
、
１
０

０
歳
以
上
５
万
円
、
最
高

齢
者
10
万
円
で
予
算
額
３

９
８
４
万
円
の
交
付
額
で

あ
る
よ
う
だ
。
市
民
の
声

で
あ
り
、
今
回
の
全
員
支

給
の
制
度
で
進
め
た
い
。

市
長
の
政
治
姿
勢
と
所
信

表
明
は

大津　亮二議員

１００歳おめでとうございます。
町田サカエさん（財部町泊ヶ山自治会）

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
・
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
等
事
業
は

長
寿
祝
金
の
全
員
支
給
は

指摘された公募（市報９月号）

「曽於市パークゴルフ場・フラ
ワーパーク予定地跡地利活用検
討委員会」公募委員について

お問い合わせ先
　企画課　企画政策係
　☎ 0986-76-8802



市
長
／
50
箇
所
あ
る

迫
議
員　

優
先
等
が
必
要

な
交
差
点
、
運
転
者
に
わ

か
り
に
く
い
箇
所
は
把
握

さ
れ
て
い
る
か
。

五
位
塚
市
長　

幹
線
市
道

以
外
が
そ
の
他
市
道
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
日
常
生

活
に
お
い
て
、お
お
む
ね「
足

も
と
道
路
」
と
し
て
利
用

さ
れ
る
も
の
、
優
先
等
が

必
要
な
交
差
点
、
運
転
者

に
わ
か
り
に
く
い
箇
所
の

把
握
に
つ
い
て
、
市
内
50
箇

所
ほ
ど
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
区
画
線
に
よ
る
交
差

点
マ
ー
ク
の
表
示
や
路
側

線
等
の
表
示
に
よ
り
、
そ

の
解
消
に
努
め
る
。

問　

必
要
な
道
路
、
農
道

の
整
備
は
確
実
に
進
め
て

い
く
と
の
所
信
表
明
で
あ
っ

た
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
地
域
か
ら
整
備

に
つ
い
て
の
陳
情
、
要
望

等
が
出
て
い
る
が
農
道
等

は
何
本
あ
る
か
。

市
長　

公
共
事
業
と
し
て

地
域
の
振
興
に
大
き
な
役

割
を
持
っ
て
い
る
。

　

工
事
に
つ
い
て
は
、
地

元
企
業
を
優
先
し
な
が
ら

進
め
る
。

　

要
望
の
あ
る
未
整
備
の

農
道
は
９
本
あ
る
。

問　

マ
イ
ン
ド
ロ
ー
ド
の

清
掃
に
つ
い
て
、
地
区
民

が
清
掃
で
き
な
い
箇
所
に

つ
い
て
は
、
ど
う
対
応
す

る
か
。

市
長　

市
の
方
で
対
応
す

る
。

問　

湯
之
尻
地
区
の
交
差

点
並
び
に
光
神
山
諏
訪
線

の
整
備
で
交
差
点
が
広
く

な
り
、
一
方
、
陸
橋
下
は

現
在
、
マ
イ
ン
ド
ロ
ー
ド
へ

は
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る

が
、
車
が
通
行
出
き
る
よ

う
対
応
し
た
ら
ど
う
か
。

建
設
課
長　

住
民
の
意
向

調
査
を
し
て
対
応
す
る
。

問　

全
国
に
曽
於
市
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
対
応

に
つ
い
て
、
今
日
ま
で
の
経

過
、
並
び
に
今
後
の
対
応

は
ど
う
で
あ
る
か
。

市
長　

今
後
も
ゆ
ず
製

品
等
を
中
心
と
し
た
特
産

品
販
売
や
、
新
規
商
品
の

開
発
な
ど
通
じ
て
市
の
イ

メ
ー
ジ
発
信
と
、
既
存
の

観
光
関
係
団
体
や
市
の
観

光
特
産
開
発
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
て
入
り
込
み
客
の

増
に
向
け
て
、
曽
於
市
の

認
知
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

る
。

問　

第
75
回
国
民
体
育
大

会
に
対
し
て
曽
於
市
の
取

り
組
み
は
。

植
村
教
育
長　

本
市
は
柔

道
、
卓
球
、
空
手
道
を
申

請
し
て
い
る
。

問　

弓
道
を
誘
致
で
き
な

い
か
。

教
育
長　

弓
道
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。

問　

山
中
貞
則
顕
彰
館
事

業
に
よ
り
、
観
光
は
も
と

よ
り
郷
土
の
誇
り
と
し
て

全
国
に
発
信
で
き
る
が
、

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

市
長　

顕
彰
館
の
オ
ー
プ

ン
は
、
事
業
の
進
捗
状
況

に
よ
り
、
来
年
の
２
月
か

４
月
初
め
に
な
る
と
思
う
。

市
内
の
危
険
交
差
点
は

迫　杉雄議員

陸橋下の通行止め地点（湯之尻）

国体誘致が期待される柔道

本
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に

つ
い
て

第
75
回
国
民
体
育
大
会

に
つ
い
て



市
長
／
公
約
を
実
行
す
る

久
長
議
員　

事
業
費
13
億

円
の
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
建

設
は
中
止
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
土
地
代
の
支
払
い

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

五
位
塚
市
長　

土
地
買
収

に
つ
い
て
は
、
市
と
契
約

が
な
さ
れ
登
記
が
完
了
し

た
物
件
に
つ
い
て
は
、
土

地
代
の
支
払
い
を
早
急
に

行
い
た
い
。

問　

登
記
の
完
了
し
た
面

積
と
、
支
払
っ
た
金
額
は

い
く
ら
か
。

市
長　

登
記
が
完
了
し
た

面
積
は
、
約
18
・
７
ha
、

支
払
額
は
約
６
６
０
０
万

円
で
あ
る
。

問　

土
地
利
用
に
つ
い
て

の
検
討
委
員
会
30
人
に
よ

る
審
議
視
点
は
。

市
長　

検
討
委
員
会
の
委

員
の
方
々
は
、
現
地
に
も

出
向
い
て
い
た
だ
く
な
ど

し
て
、
跡
地
の
利
活
用
に

関
す
る
審
議
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

問　

長
寿
祝
金
の
支
給
方

法
等
の
変
更
を
急
に
実
施

し
た
考
え
は
。

市
長　

祝
金
に
つ
い
て

は
、
お
年
寄
り
の
方
か
ら

特
に
要
望
の
強
か
っ
た
も

の
で
あ
る
。
今
回
の
市
長

選
挙
に
お
い
て
も
期
待
の

声
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ

た
。

　

平
成
25
年
度
の
予
算
の

範
囲
内
で
、
75
歳
以
上
全

員
に
３
千
円
の
給
付
を
決

め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

市
長
の
退
職
金
の
あ

り
方
に
対
す
る
考
え
は
。

市
長　

一
般
職
員
に
つ
い

て
は
、
勤
続
報
償
説
や
生

活
保
障
説
等
が
あ
る
。
市

長
職
は
一
般
職
員
と
は
性

格
が
異
な
り
、
時
代
に
そ

ぐ
わ
な
い
も
の
と
解
し
て

い
る
。

問　

北
部
畑
か
ん
開
始
に

向
け
た
農
業
振
興
方
策
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
。

市
長　

現
在
、
曽
於
市
畑

か
ん
営
農
推
進
本
部
と
曽

於
地
域
営
農
推
進
本
部
に

お
い
て
、
北
部
の
営
農
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
中
で
あ

る
。

　

振
興
方
策
の
大
き
な
柱

と
し
て
１
番
目
に

「
曽
於
市
の
農
業
を
支
え

る
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
」

２
番
目
に

「
付
加
価
値
の
高
い
多
様

な
産
地
づ
く
り
」

３
番
目
に

「
畑
か
ん
施
設
の
活
用
と

推
進
体
制
の
整
備
」

を
掲
げ
、
畑
か
ん
に
よ
る

農
業
振
興
を
目
指
し
た

い
。

　

現
在
、
原
案
が
出
来
上

が
り
、
認
定
農
業
者
や
各

種
農
業
団
体
等
と
営
農
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
会
を
行
い
、
来
年
の

２
月
ま
で
に
は
決
定
す
る

予
定
で
あ
る
。

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

久長登良男議員

北部畑かん谷川内ダム

胡摩地区（黄色は契約済）

市
長
の
退
職
金
に
つ
い
て

北
部
畑
か
ん
事
業
に
つ

い
て



市
長
／ 

述
べ
て
い
な
い
が
い
ろ
ん
な
面
で
支
援

し
て
い
く

山
下
議
員　

９
月
議
会
で

市
長
就
任
に
当
た
り
所
信

表
明
を
さ
れ
た
が
、
公
約

の
列
挙
で
あ
り
４
年
間
の

任
期
中
に
ど
の
よ
う
な
曽

於
市
を
目
指
す
の
か
目
標

が
な
い
。
中
で
も
教
育
に

つ
い
て
は
所
信
表
明
に
も

公
約
に
も
一
言
も
な
い
。

市
勢
振
興
の
基
本
で
あ
る

教
育
の
軽
視
で
は
な
い

か
。

五
位
塚
市
長　

確
か
に
触

れ
て
い
な
い
。
学
校
現
場

の
先
生
方
を
中
心
に
学
力

向
上
を
目
指
し
い
ろ
ん
な

方
面
か
ら
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

問　

市
長
は
農
業
委
員
も

兼
務
し
て
い
る
。
仕
事
の

量
や
権
力
の
関
係
か
ら
市

長
職
の
方
が
は
る
か
に
重

い
。
農
業
委
員
と
の
兼
務

は
不
可
能
で
は
な
い
か
。

　

仕
事
の
内
容
か
ら
み

て
も
矛
盾
を
感
じ
る
。
農

業
委
員
は
辞
任
す
べ
き

で
あ
る
。

市
長　

農
業
委
員
会
は
独

立
し
た
行
政
機
関
で
あ
る

の
で
何
ら
矛
盾
は
感
じ
て

い
な
い
。

　

辞
任
す
る
考
え
は
な

い
。

問　

市
長
は
市
議
時
代
に

国
保
税
等
の
引
き
上
げ

や
、
入
札
方
法
等
に
常
に

反
対
し
疑
義
を
指
摘
さ
れ

て
い
た
が
、
今
後
も
こ
の

方
針
か
。

市
長　

税
制
改
正
は
国
が

負
担
す
べ
き
も
の
を
削
減

す
る
等
し
て
、
一
方
的
で

あ
っ
た
の
で
反
対
し
た
。

消
費
税
値
上
げ
に
は
基
本

的
に
は
反
対
で
あ
る
。

　

入
札
制
度
は
、
現
在
ま

で
改
善
さ
れ
て
き
て
い

る
。
市
内
業
者
の
受
注
機

会
の
確
保
や
、
適
正
な
入

札
と
契
約
履
行
の
た
め
の

見
直
し
は
行
っ
て
い
く
。

問　

選
挙
の
公
約
に
、
あ

た
か
も
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

建
設
の
み
が
13
億
円
か
か

り
保
育
料
、
幼
稚
園
代
は

１
万
円
以
下
に
す
る
、
高

校
生
ま
で
は
医
療
費
を
無

料
に
す
る
、
の
投
票
を
得

る
た
め
の
表
現
や
、「
農
・

畜
産
を
守
る
た
め
、
加
工

施
設
建
設
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

は
断
固
反
対
で
頑
張
り
ま

す
。」
の
理
解
で
き
な
い

公
約
も
あ
る
が
。

市
長　

13
億
円
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
あ

る
こ
と
を
市
民
は
理
解
さ

れ
て
い
た
と
思
う
。

　

こ
の
施
設
の
胡
摩
地
区

へ
の
建
設
は
反
対
で
あ

る
。

　

保
育
料
軽
減
額
に
は
９

２
４
０
万
円
、
幼
稚
園
費

２
６
５
万
９
千
円
、
高
校

３
年
間
の
医
療
費
無
料
化

は
２
４
０
０
万
円
、
計
年

間
１
億
１
９
０
５
万
９
千

円
が
必
要
で
、
全
て
一
般

財
源
を
考
え
て
い
る
。

　

農
業
関
係
に
つ
い
て
は

表
現
が
ま
ず
か
っ
た
。
加

工
施
設
を
建
設
す
る
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
は
断
固
反
対
す

る
、
の
公
約
で
あ
る
。

問　

市
長
退
職
金
は
廃
止

可
能
か
。
こ
の
こ
と
は
生

活
基
盤
の
確
立
し
て
い
る

人
、
政
党
関
係
者
に
有
利

で
あ
り
若
い
人
の
立
候
補

が
い
な
く
な
る
の
で
は
。

市
長　

退
職
金
の
事
務
は

鹿
児
島
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
で
市
長
や
職
員
共

に
取
り
扱
っ
て
い
る
の

で
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で

市
長
の
退
職
金
の
み
廃
止

で
き
る
か
、
事
務
レ
ベ
ル

で
の
協
議
を
指
示
し
て
い

る
。

　

退
職
金
の
み
で
立
候
補

を
判
断
す
る
人
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

問　

年
金
で
入
居
で
き
る

老
人
ホ
ー
ム
は
可
能
か
。

こ
の
よ
う
な
施
設
に
は
設

置
基
準
が
あ
り
、
該
当
し

た
の
み
介
護
保
険
適
用
は

あ
る
。
ま
た
現
在
の
入
居

者
と
の
均
衡
も
あ
る
が
。

市
長　

市
単
独
で
建
設

し
、
運
営
は
民
間
に
委
託

す
る
。
入
居
で
き
る
介

護
３
以
上
の
待
機
者
は

１
２
０
人
で
あ
る
。
現
在

入
居
さ
れ
て
い
る
方
へ
の

助
成
も
必
要
と
考
え
て
い

る
。

公
約
に
も
所
信
表
明
に
も
教
育

振
興
は
一
言
も
入
っ
て
い
な
い
が

山下　諭議員

新築中の財部中学校体育館

選
挙
公
約
の
実
行
法
と

財
源
は


